
（1）　第４４５号

『Establish the new era
　　～かつてない感動を呼び起こせ～』

テーマ 文化祭／本校
9月1日㈭、2日㈮

★文化講演★文化講演

講師　桂　枝女太様
演題　「言葉の重み」
講師　桂　枝女太様
演題　「言葉の重み」

かつら　　し　め　た
★弁論大会★弁論大会

令和４年９月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４４５

合　

唱　

部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
11
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ウ
ッ
ド
ワ
ン
さ
く
ら
ぴ
あ（
廿
日
市
）

　

今
年
度
も
連
続
出
場
を
目
指
し
て
生
徒
た

ち
も
か
な
り
気
合
い
が
入
っ
て
い
た
。
当
日

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
番
と
い
う
厳
し
い
状
況
の

中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
出
し
き

り
本
番
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
た
。
演
奏
後
の
生

徒
た
ち
の
表
情
は
や
り
き
っ
た
感
が
あ
ふ
れ
、

確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
が
、
結
果

は
銀
賞
で
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
進
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
近
年
、
各
校
の
実
力
が

拮
抗
し
て
お
り
、
中
国
地
区
の
代
表
枠
１
校

を
め
ぐ
る
戦
い
は
、
熾
烈
さ
を
極
め
て
い
る
。

今
後
更
に
細
部
に
わ
た
っ
て
精
度
を
高
め
、

音
楽
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

　

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
感
染
防
止
対
策
を

し
な
が
ら
の
学
園
祭
と
な
っ
た
。

　

文
化
祭
は
１
日
目
、
吉
本
興
業
所
属
の

落
語
家 

桂 

枝
女
太
様
を
講
師
に
お
招
き

し
て
文
化
講
演
会
を
行
い
、
弁
論
大
会
、

高
校
２
年
生
企
画
を
リ
モ
ー
ト
に
て
行
っ

た
。
２
日
目
は
中
学
生
、
高
校
１
年
生
、

高
校
３
年
生
、
生
徒
会
企
画
と
、
限
ら
れ

た
範
囲
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
し
と

な
っ
た
。

　

体
育
祭
は
昨
年
に
続
き
出
雲
ド
ー
ム
で

開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
日
、
台

風
11
号
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
。

第
61
回
中
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
24
日　
　
　
　
　
　
　

於　

岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら

２
週
間
後
で
あ
っ
た
り
、
課
題
曲
、
自
由
曲

と
も
に
違
っ
て
い
た
り
と
、
な
か
な
か
厳
し

い
状
況
の
中
で
の
本
番
で
は
あ
っ
た
が
、
本

番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
サ
ウ
ン
ド
が
一
体
感

を
増
し
、
歌
に
自
分
た
ち
が
表
現
し
た
い
こ

と
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
た
。

　

本
番
で
は
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
ホ
ー
ル
一
杯
に
北
陵
サ
ウ
ン
ド
を
響
か

せ
歌
い
き
っ
た
。
結
果
は
金
賞
１
位
、
岡
山

県
教
育
委
員
会
賞
も
い
た
だ
き
、
全
国
大
会

へ
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
10
月
末
に
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
向
け
て
、
今
一
度
基
本
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
更
に
完
成
度
の
高
い
演

奏
を
目
指
し
て
練
習
に
励
み
た
い
。

 

（
顧
問　

布
野
浩
志
）

学
生
寮 

地
鎮
祭

学
生
寮 

地
鎮
祭

時　

９
月
２
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

本
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
敷
地
内

　

出
雲
北
陵
高
等
学
校
学
生
寮
新
築
工
事
に

向
け
、「
地
鎮
の
儀
・
玉
串
拝
礼
」
が
執
り

行
わ
れ
た
。
あ
い
に
く
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、

多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
無
事

神
事
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

５
大
会
連
続
９
回
目
と
な
る

　
　
　
　

全
国
大
会
出
場
決
定
!!



第４４５号　（2）

吹

奏

楽

部

第
63
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会

時　

８
月
22
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館　

梨
花
ホ
ー
ル

課
題
曲

：

Ⅲ　

ジ
ェ
ネ
シ
ス
／
鈴
木
英
史

自
由
曲

：

バ
レ
エ
音
楽「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
」

　
　
　
　

第
２
組
曲
よ
り
／
Ｍ
．
ラ
ベ
ル

　

７
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
、
生

徒
た
ち
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励

ん
だ
。
県
内
で
は
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
た
が
、
幸
い
一
人
も
感
染
者
を
出
す
こ
と
な

く
、
全
員
揃
っ
て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。

課
題
曲
・
自
由
曲
は
技
術
的
に
も
音
楽
的
に
も

難
易
度
の
高
い
曲
で
、
練
習
で
は
苦
労
の
連
続

で
あ
っ
た
。
臨
ん
だ
本
番
で
は
、
練
習
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
観
客

を
魅
了
し
た
。

　

年
々
中
国
地
区
の
学
校
の
レ
ベ
ル
は
高
く
な

り
、
ど
の
団
体
が
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
て
も

お
か
し
く
な
い
好
演
奏
が
続
い
た
。
そ
の
中
で

本
校
は
高
い
評
価
を
得
て
金
賞
を
受
賞
で
き
た

が
、
残
念
な
が
ら
目
標
の
全
国
大
会
出
場
を
果

た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

大
変
悔
し
い
が
、
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
経
験
を
糧
に
更
に
成
長
で
き
る
よ
う
変

わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
献
身
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
卒
業
生
や
関

係
者
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

第
35
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

時　

９
月
21
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

　

19
日
㈰
に
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
台
風

の
影
響
に
よ
り
21
日
へ
順
延
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
を
テ
ー
マ
し

た
委
嘱
作
品
で
マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

８
月
下
旬
か
ら
は
本
格
的
に
練
習
を
再
開
し
、

約
３
週
間
程
度
と
い
う
短
い
練
習
時
間
だ
っ
た

が
、
生
徒
た
ち
は
よ
く
努
力
し
、
本
番
で
は
素

晴
ら
し
い
演
奏
演
技
を
見
せ
、
会
場
を
魅
了
し

た
。
結
果
、
金
賞
を
受
賞
し
、
中
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

10
月
に
広
島
で
行
わ
れ
る
中
国
大
会
で
は
、

島
根
県
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
演
奏
演

技
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
全
国
大
会
に
出
場
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

原
田　

実
）

第
61
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
61
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
13
日　
　

於　

島
根
県
民
会
館

　

本
校
か
ら
は
ピ
ア
ノ
部
門
１
名
、
声
楽
部
門

10
名
、
木
管
楽
器
部
門
12
名
、
金
管
楽
器
部
門

12
名
、
弦
楽
器
部
門
２
名
の
計
37
名
が
参
加
し

た
。
参
加
生
徒
は
北
陵
高
校
生
ら
し
い
素
晴
ら

し
い
演
奏
を
披
露
し
、
結
果
は
次
の
通
り
と

な
っ
た
。

○
弦
楽
部
門　

１
位　

中
林
桃
子（
3-6 

北陵
）

　
　
　
　
　
　

２
位　

加
藤
心
琴（
2-6 

出南
）

○
木
管
部
門　

２
位　
佐
々
木
芹
菜（
3-6 

出三
）

○
金
管
部
門　

２
位　

大
國
吏
槻（
3-3 

湖陵
）

　

そ
の
他
、
各
部
門
で
多
く
の
生
徒
が
金
賞
を

受
賞
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃
か
ら
ご
指
導

い
た
だ
い
て
い
る
音
楽
コ
ー
ス
の
先
生
方
、
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
の
お
蔭
で
あ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

（
音
楽
科　

竹
内
康
貴
）

卓　

球　

部

令
和
４
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

 

（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）
島
根
県
予
選
大
会

時　

９
月
９
〜
11
日　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優　

勝　

小
野
泰
和（
1-5 
北陵
）

２　

位　

佐
藤
卓
斗（
2-4 
北陵
）

３　

位　

黒
田
昌
秀（
1-5 
麹町
）

６　

位　
小
川
さ
く
ら（
2-3 

平野
）

※
小
野
泰
和
と
佐
藤
卓
斗
が

 

全
日
本
選
手
権
出
場

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優　

勝　

小
野
泰
和
・
佐
藤
卓
斗
組

２　

位　
小
川
さ
く
ら
・
黒
田
昌
秀
組

○
大
会
総
評

　

県
予
選
を
突
破
し
た
小
野
、
佐
藤
が
来
年
１

月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
選
手
権
に

出
場
す
る
。
全
国
大
会

で
勝
ち
上
が
る
た
め

に
は
、
ま
だ
技
術
の
正

確
性
や
安
定
性
、
戦

術
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
足
り
な
い
。
日
々

の
練
習
で
課
題
を
克

服
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
） シングルス優勝の小野泰和

ダブルス優勝の佐藤卓斗（右）・小野泰和

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
４
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

９
月
17
・
18
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
男
子
】

Ｂ
16　

田
中　

蒼（
2-5 

出一
）・
田
中
広
人（
1-6 

出三
）ペ
ア

Ｂ
32　

伊
藤　

快（
1-1 

出三
）・
堀
江
結
太（
2-4 

出一
）ペ
ア

　
　
　

中
島
優
生（
2-2 

斐西
）・
板
垣
優
吾（
1-2 

斐東
）ペ
ア

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
の
初
め
て
の
公
式
戦
で
あ
っ
た

が
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。
団
体
、

個
人
と
も
新
人
戦
で
の
シ
ー
ド
権
は
獲
得
で
き

た
の
で
、
残
り
少
な
い
期
間
で
は
あ
る
が
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

【
女
子
】

５
位　

木
村
香
夏（
1-5 

斐東
）・
大
庭
萌
愛（
1-4 

益東
）ペ
ア

７
位　

川
角
莉
子（
1-1 

大社
）・
岡
本
涼
香（
1-4 

浜東
）ペ
ア

８
位　

果
瀨
暖
花（
1-4 

大一
）・
神
田
桜
奈（
2-5 

浜東
）ペ
ア

○
大
会
総
評

　

新
人
戦
に
向
け
て
、
ま
た
一
か
ら
準
備
を
し

て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

金
森　

快
）

野　

球　

部

令
和
４
年
度
島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会

時　

９
月
18
・
23
日　
　
　
　
　
　

於　

松
江
市
営
野
球
場
・
浜
山
球
場

本
校　

12

－

０　

松
江
北

本
校　

４

－

11　

飯
南

　

ベ
ス
ト
16

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
最
初
の
公
式
戦
で
あ
っ
た
。
今
大

会
は
、
本
校
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
万
全
の
状
態
で
大
会
に

臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
２
年
生
４
名
が
チ
ー
ム

を
牽
引
し
て
く
れ
た
お
蔭
で
、
公
式
戦
で
の
勝

利
に
つ
な
が
っ
た
が
、
課
題
も
見
つ
か
っ
た
の

で
、
一
冬
越
え
て
克
服
し
、
躍
進
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

　

試
合
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
応
援
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
３
年
生

は
、
太
鼓
を
叩
い
て
応
援
を
し
て
く
れ
、
選
手

の
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
来
年
度
も

盛
大
な
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

テ

ニ

ス

部

島
根
県
テ
ニ
ス
新
人
大
会

時　

９
月
17
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
・
益
田
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

３
回
戦
敗
退

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　　

３
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

地
区
予
選
を
終
え
て
、
少
人
数
で
あ
る
か
ら

こ
そ
各
自
が
考
え
、
で
き
る
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
た
が
、
実
力
の
あ
る
選
手
が
多
い
今
大
会

で
、
選
手
た
ち
は
良
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
自

信
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
う
の
で
、
今
後
に
期

待
し
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

陸
上
競
技
部

第
68
回
島
根
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

時　

９
月
17
・
18
日

於　

益
田　
　
　
　

【
男
子
】

棒
高
跳　
　

４
位　

小
村
健
晴（
2-4 

斐西
）

　
　
　
　
　

５
位　

片
岡
賢
晴（
1-5 

平田
）

走
高
跳　
　

４
位　

足
立
康
佑（
1-5 

斐東
）

　
　
　
　
　

５
位　
梶
谷
匠
千
華（
2-3 

向陽
）

3000
ｍ
sc　
　

７
位　

河
原
栄
太（
1-6 

平田
）

１
年
5000
ｍ　

７
位　

河
原
栄
太

【
女
子
】

1500
ｍ　
　
　

８
位　

小
堀
壱
華（
1-1 

出一
）

○
大
会
総
評

　

夏
の
練
習
の
成
果
を
出
す
た
め
に
調
整
を
入

念
に
行
っ
た
結
果
、
昨
年
を
上
回
る
７
種
目
で

入
賞
、
七
年
ぶ
り
に
中
国
大
会
の
出
場
権
を
得

た
。

　

し
か
し
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
自
己
記
録

更
新
を
逃
し
た
り
、
棄
権
し
た
種
目
も
あ
っ
た

の
で
、
し
っ
か
り
反
省
を
し
て
次
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　

遠
方
の
と
こ
ろ
、
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）



（3）　第４４５号

第
43
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
保
育
技
術
検
定

第
43
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
保
育
技
術
検
定

時　

７
月
31
日

於　

本
校　
　

〈
２
級
合
格
者
〉　

佐
藤
柚
奈（
3-2
平田
）

　
　
　
　
　
　
　

相
良
朋
之（
3-6
斐西
）

島
根
県
私
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
研
修
会

時　

９
月
14
日　
　

於　

黎
明
ホ
ー
ル
他

　

島
根
県
内
の
私
立
高
校
９
校

か
ら
20
人
の
参
加
者
を
招
い
て

島
根
県
私
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

教
育
研
修
会
が
本
校
で
開
催
さ

れ
た
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

習
の
実
践
と
今
後
の
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
の
石
倉
教

諭
に
よ
る
本
校
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
、
英
語
・

地
歴
・
数
学
・
理
科
の
研
究
授
業
と
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
っ
た
。
ま
た
４
校
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

中
学
校

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
カ
デ
ッ
ト
の
部

島
根
県
予
選
大
会

時　

８
月
27
・
28
日　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
Ｕ

－

13
〉

優
勝

波
多
間
怜
偉（
中1
龍王
）

２
位　

松
崎
優
樹（
中1
大庭
）

３
位　

水
津
斗
暁（
中1
日原
）

〈
Ｕ

－

14
〉

優
勝　

三
好
蒼
空（
中2
岩倉
）

２
位　

金
丸　

陽（
中2
西山
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

２
位　
波
多
間
怜
偉
・
松
崎
優
樹

○
大
会
総
評

　

右
記
の
結
果
に
よ
り
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
上
位
２
名
が
10
月
に
開
催
予
定
の
全

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
大
会
に
向

け
て
良
い
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

写　

真　

部

令
和
４
年
度
撮
影
技
術
大
会

時　

９
月
９
・
10
日　
　
　
　

於　

三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
他

　

今
年
度
の
撮
影
技
術
大
会
は

３
年
ぶ
り
と
な
る
宿
泊
を
伴
う

合
宿
形
式
の
大
会
と
な
っ
た
。

ニ
コ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
よ
り
40
台
の
一
眼
レ
フ
を
拝

借
し
、
初
め
て
一
眼
レ
フ
を
使

う
生
徒
た
ち
に
貸
し
出
し
、
撮

影
会
な
ら
び
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
。
こ
れ
も
尽
力
さ

れ
た
事
務
局
の
先
生
や
東
京
工

芸
大
学
の
先
生
方
の
ご
協
力
の

お
蔭
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
り
な
が
ら
、
部
員
た
ち

を
快
く
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
し
て
い
る
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

村
上　

学
）

吹
奏
楽
部  

体
験
入
部

時　

９
月
23
日　
　
　

於　

本
校
黎
明
ホ
ー
ル

　

県
内
外
か
ら
30
名
の
中
学
生
に
参
加
い
た
だ

き
、
本
校
吹
奏
楽
部
の
日
頃
の
練
習
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
マ
ー
チ
ン
グ
体
験
で

動
作
の
基
礎
練
習
と
行
進
曲
を
使
っ
た
簡
単
な

ド
リ
ル
演
技
を
行
っ
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
中

学
生
と
本
校
吹
奏
楽
部
員
に
と
っ
て
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。

（
顧
問　

原
田　

実
）

美　

術　

部

令
和
４
年
度
美
術
課
題
発
表
展

時　

８
月
28
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

一
学
期
の
部
活
動
作
品

や
授
業
作
品
、
夏
休
み
に

制
作
し
た
新
作
を
中
心
に

展
覧
会
を
行
っ
た
。

　

運
営
か
ら
受
付
ま
で
手

作
り
の
展
覧
会
だ
っ
た
が
、

一
生
懸
命
さ
が
観
た
人
に
伝
わ
る
良
い
展
覧
会

に
な
っ
た
。多
数
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
顧
問　

飯
塚
康
弘
）

会場の様子

野　

球　

部

出
雲
市
秋
季
中
学
校
野
球
大
会

時　

８
月
27
日　
　
　
　

於　

湖
陵
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
回
戦　

本
校
・
湖
陵
中　

１

－

３　

河
南
中

○
大
会
総
評

　

本
校
は
序
盤
か
ら
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
す

な
ど
、
試
合
を
優
位
に
進
め
て
い
た
が
、
終
盤

守
備
の
乱
れ
か
ら
逆
転
を
許
し
、
今
大
会
準
優

勝
の
河
南
中
に
敗
れ
た
。
新
人
戦
で
は
今
度
こ

そ
優
勝
を
勝
ち
取
り
た
い
。（顧

問　

手
錢
修
司
）

保

育

体

験

学

習

保

育

体

験

学

習

　

９
月
９
日
、
中
学
３
年
生

が
出
雲
市
内
の
２
箇
所
の
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で
保

育
体
験
実
習
を
行
っ
た
。
生

徒
た
ち
は
、
園
児
と
一
緒
に

運
動
遊
び
や
砂
遊
び
、
作
品

制
作
な
ど
を
行
う
中
で
、
幼

児
と
の
接
し
方
や
発
達
の
特
徴
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
お
世
話
に
な
っ
た
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
の

皆
様
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
18
回
少
年
の
主
張
出
雲
市
大
会

第
18
回
少
年
の
主
張
出
雲
市
大
会

４
令和

年度

時　

９
月
５
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

多
伎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

弁
士　

高
橋
ゆ
か
り（
中3
平田
）

演
題　

二
度
の
出
会
い

金
賞
受
賞

　

今
年
も
市
内
の
15
校
の
生
徒
が
熱
弁
を
ふ
る

っ
た
。
本
校
代
表
の
高
橋
さ
ん
は
、
障
害
の
あ

る
男
性
と
の
出
会
い
か
ら
多
様
性（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
）
の
大
切
さ
を
を
発
表
し
た
。

　

何
度
も
練
習
し
た
成
果
が
表
れ
、
終
始
落
ち

着
い
た
態
度
で
自
身
の
思
い
を
伝
え
た
。
本
校

と
し
て
は
二
人
目
の
金
賞
受
賞
で
あ
り
、
出
雲

市
代
表
と
し
て
28
日
の
県
大
会
に
臨
む
こ
と
に

な
っ
た
。
更
な
る
健
闘
を
祈
り
た
い
。

（
別
所
美
喜
子
）

中
学
３
年
生　

隠
岐
研
修
旅
行

時　

９
月
13
〜
15
日

於　

隠
岐
の
島　
　

　

中
学
３
年
生
17
名
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

の
代
替
旅
行
と
し
て
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
隠
岐
研

修
旅
行
を
行
っ
た
。

　

雄
大
な
隠
岐
の
自
然
の

中
で
、
ふ
る
さ
と
島
根
に

つ
い
て
学
ん
で
郷
土
愛
を

深
め
る
と
と
も
に
、
友
好

関
係
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
研
修
を
実
施
し
た
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
は
、
よ
り
海
を
近
く

に
感
じ
な
が
ら
、
全
身
で
隠
岐
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
、

数
々
の
断
崖
を
は
じ
め
、
由
良
比
女
神
社
や

八
百
杉
な
ど
の
歴
史
的
背
景

を
知
る
こ
と
で
、
よ
り
興
味
を

持
っ
て
探
求
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
、
仲
間
と
体
験

を
と
も
に
し
、
多
く
の
時
間
を

分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ス

の
仲
や
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
３
日
間
と
な
っ
た
。

　

中
学
３
年
生
に
と
っ
て
は
、

最
初
で
最
後
の
宿
泊
を
伴
う
研
修
と
な
っ
た
。

研
修
を
通
し
て
、
多
く
の
「
し
て
い
た
だ
い

た
」
経
験
や
人
の
温
も
り
、
仲
間
と
過
ご

し
た
か
け
が
え
の
な
い

時
間
を
忘
れ
ず
に
、
今

後
は
受
験
生
と
し
て
勉

学
の
方
に
切
り
替
え
た

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
け
て
ク

ラ
ス
全
員
で
力
を
合
わ

せ
、
残
り
の
中
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
き
た
い
。



第４４５号　（4）
　

最
近
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
も
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

恋
愛
や
自
己
表
現
に
関
す
る
性
別
の
こ

と
を
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
い
い
ま
す
。
ま
た

そ
の
中
で
も
珍
し
い
部
類
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
を
持
つ
方
の
こ
と
を
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
方
を
現
す
も
の
と
し
て
一
番

多
く
使
わ
れ
る
の
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
で
す
。

こ
れ
は
女
性
同
性
愛
者
を
表
す
レ
ズ
ビ
ア

ン
、
男
性
同
性
愛
者
を
表
す
ゲ
イ
、
両
性

愛
者
を
表
す
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
生
ま

れ
の
性
別
と
自
認
す
る
性
別
が
一
致
し
な

い
人
を
表
す
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
自

分
自
身
の
性
別
を
決
め
な
い
、
ま
た
は
わ

か
ら
な
い
人
を
表
す
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
他

に
も
自
分
を
男
性
や
女
性
の
ど
ち
ら
か
で

あ
る
と
思
っ
て
い
な
い
、
ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
、
自
認
し
て
い
る
性
別
と
、
生
ま
れ
の

性
別
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
自
分
を

表
現
す
る
と
き
は
自
分
と
異
な
る
性
別
で

の
表
現
を
好
む
ク
ロ
ス
ド
レ
ッ
サ
ー
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
が
あ

り
ま
す
。

　

で
は
皆
さ
ん
に
問
題
で
す
。
ヘ
テ
ロ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と

を
表
す
言
葉
で
し
ょ
う
か
。
正
解
は
、
異

作
品
と
研
究

性
愛
者
を
表
す
言
葉
で
す
。
で
は
皆
さ
ん
、

こ
の
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
き
っ
と

多
く
の
人
が
初
め
て
耳
に
し
た
と
思
い
ま

す
。
で
は
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
世
界
の
大
部
分
を
占
め
る
ヘ
テ
ロ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
の
人
々
が
、
自
分
の
属
す
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
を
知
ら
な
い
の
に
は
理
由
が

あ
る
は
ず
で
す
。
私
が
思
う
に
そ
の
理
由

は
、
異
性
愛
者
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前

で
あ
り
す
ぎ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
こ
ん
な
日
常
の
一
コ
マ
が
あ
っ
た

と
し
ま
す
。

「
私
告
白
さ
れ
た
ん
だ
」

と
あ
る
女
の
子
が
女
友
達
に
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
そ
れ
を
聞
い
た
友
達
は
、

「
へ
ぇ
、ど
ん
な
人
だ
っ
た
？
格
好
良
か
っ

た
？
」

と
女
の
子
に
聞
き
返
し
ま
し
た
。
そ
し
て

女
の
子
は
友
達
に
ど
ん
な
男
子
だ
っ
た
の

か
話
し
始
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
話
を

皆
さ
ん
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
一
コ
マ
で
は

女
の
子
が
告
白
さ
れ
た
と
言
っ
た
だ
け
な

の
に
、
友
達
は
き
っ
と
告
白
を
し
て
き
た

の
が
男
子
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
男
子

が
格
好
良
か
っ
た
の
か
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
友
達
は
女
の
子
に
告
白
し

て
き
た
人
が
男
子
だ
と
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
も
し
か
し
た
ら
告
白
し
て
き
た
人

が
女
子
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可

能
性
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
一
コ
マ
を
聞
い
た
皆
さ
ん
は
女
の
子

に
告
白
し
て
き
た
人
が
女
子
で
あ
る
可
能

性
は
思
い
つ
き
ま
し
た
か
。
今
の
日
本
で

は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
中
に
恋
を
す

る
の
は
異
性
で
あ
る
と
い
う
固
定
概
念
が

あ
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
日
本
に
も
異
性

で
は
な
く
同
性
を
好
き
に
な
る
人
も
い
ま

す
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
総
合
研
究
所
に
よ
る
と
、日

本
に
は
人
口
の
十
％
、
つ
ま
り
十
人
に
一

人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
で
あ
る
そ
う
で
す
。

十
人
に
一
人
と
い
う
こ
と
は
今
年
の
北
陵

高
校
の
１
年
生
の
中
に
、
二
十
四
人
は
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
く
ら

い
身
近
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
四
月

か
ら
の
四
か
月
間
こ
の
学
校
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
の
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
本
当

に
一
人
も
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

十
人
に
一
人
の
割
合
で
い
る
人
の
こ
と
を

日
常
で
耳
に
し
な
い
の
は
お
か
し
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
原
因
は
、
い
え
る
環
境
に
な
い
と

い
う
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

日
本
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
が
知
ら

れ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
と
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
で
あ
る
分
、偏
見
も
多
い
で
す
。ま

た
、
今
は
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
誰
で
も
世
界
に
向
け

て
意
見
を
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意
見

が
よ
い
こ
と
で
あ
れ
ば
良
い

の
で
す
が
、
誰
か
に
向
け
た

誹
謗
中
傷
も
よ
く
見
か
け
ま

す
。
そ
の
中
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
人
に
向
け
た
心
無
い
意
見

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
自
分
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
で
あ
る
こ
と
を
言
え
る
人

な
ど
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。

　

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。
そ
れ
は
、「
そ
う
い
う
人

も
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
こ
と
で
す
。
現
在
の
日
本

の
人
口
は
、一
億
二
五
八
万
人
で
す
。こ
ん

な
に
も
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
る
に
、
そ

の
す
べ
て
の
人
が
同
じ
な
わ
け
が
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
と
は
違
う
人

と
出
会
っ
た
と
き
に
は
、
そ
う
い
う
人
も

い
る
と
、
受
け
入
れ
な
く
て
も
良
い
の
で
、

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
ダ
メ
だ
と
教

わ
っ
て
き
て
も
減
ら
な
い
イ
ジ
メ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
。
そ
の
す
べ
て
が
こ

の
そ
う
い
う
人
も
い
る
と
い
う
考
え
方
で

な
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

簡
単
な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
試
し
て
み

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
そ
う
い
う
人
も
い
る
」、
こ
の
考
え
が

広
ま
っ
て
い
つ
か
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

を
含
ん
だ
自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
を
自
信

を
も
っ
て
言
え
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
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